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令 和 ６ 年  第 ６ 回  加  須  市  教  育  委  員  会  定 例  会  会  議  録 

招集の日時   令和６年６月２６日            午後１時３０分 

招集の場所   教育委員会室 

開会の日時 令和６年６月２６日            午後１時３０分 

閉会の日時 令和６年６月２６日            午後４時１０分 

出席者の氏名 
小野田誠教育長、遠藤康江教育長職務代理者、猪股富美子委員、松永修委員、片

山上総委員 

欠席者の氏名 秋山哲也委員 

会議に出席した者 

の氏名 

斉藤千恵美生涯学習部長、中島高広学校教育部長、野本朋子こども局長兼学校

教育部理事、高貫貢生涯学習部副部長兼教育総務課長、髙橋一也学校教育課長

兼指導主事、田中浩学校教育部参事兼学校給食課長兼加須学校給食センター所

長、関口久美子こども保育課長兼学校教育部主席専門員、秋山天学校教育課主

幹兼指導主事、辻本康平学校教育課主幹兼指導主事、杉田勝学校教育課教育専

門員兼教育総務課教育専門員、岡田正道教育総務課主幹 

会期日程 第 １ 会議時間の決定 

 第 ２ 会議録署名委員の指名 

 第 ３ 前回会議録等の承認 

 第 ４ 第３０号議案 加須市立小・中学校に在籍する児童・生徒の障がいの

種類及び程度の判断について 

 第 ５ その他  

発言者 会議の概要 

小野田教育長 ただいまから、令和６年第６回加須市教育委員会定例会を開会します。 

本日の議事日程につきましては、別紙のとおりでございますので、ご了承願い

ます。 

 

会議時間の短縮を図るため、事務局は各資料の説明について、簡潔明瞭に行っ

てください。 

 

 本日は、傍聴希望者はございません。 

 

 【日程第１ 会議時間の決定】 

小野田教育長 日程第１ 会議時間の決定についてでございますが、本日の日程がすべて終了

するまでとすることでよろしいでしょうか。 

 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、会議時間は、本日の日程がすべて終了するまでといたします。 

 

 【日程第２ 会議録署名委員の指名】 
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小野田教育長 日程第２ 会議録署名委員の指名について、今回は猪股委員にお願いいたしま

す。 

 

猪股委員 

 

 はい。 

 

 【日程第３ 前回会議録等の承認】 

小野田教育長 令和６年第２回臨時会及び第５回定例会の会議録については、事前にお配りし

てございます。 

会議録の内容について何かご質疑、ご意見等ございますか。 

 

小野田教育長 ご質疑、ご意見等ないようですので、令和６年第２回臨時会及び第５回定例会

の会議録については承認ということでよろしいでしょうか。 

 

（異議なしとの声あり） 

 

それでは、承認とします。 

 

小野田教育長 日程第４ 第３０号議案「加須市立小・中学校に在籍する児童・生徒の障がい

の種類及び程度の判断について」及び日程第６その他のうち「加須市教育委員会

幼稚園の職員（管理職職員を除く。）の人事について」は、個人情報を含む案件及

び人事案件であることから、加須市情報公開条例第７条第１項第２号及び第４号

の非公開情報にあたります。 

 

よって、日程第４及び日程第６のうち「加須市教育委員会幼稚園の職員（管理

職職員を除く。）の人事について」は、加須市教育委員会会議規則第３条第５項に

基づき、会議を非公開とすることでよろしいですか。 

 

（よろしい との声あり） 

 

小野田教育長 それでは、これより会議を非公開といたします。 

 

 【日程第４ 第３０号議案「加須市立小・中学校に在籍する児童・生徒の障がい

の種類及び程度の判断について」】 

 （全員賛成により原案可決） 

 

小野田教育長 これより会議の非公開を解きます。 

 

 【日程第５ その他】 

小野田教育長 日程第５ 「その他」でございます。 

諸般の報告をさせます。 

斉藤生涯学習部長より順次報告をいたします。 

 

斉藤生涯学習部長 ・シニアいきいき大学の開校について 

・合併１５周年記念「県展かぞ」について 

・市町村教育委員会研究協議会及び埼玉県市町村教育委員会教育委員研究協議会

について 
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中島学校教育部長 ・第２回加須市議会定例会一般質問について 

 

野本こども局長兼学

校教育部理事 

 

・合計特殊出生率について 

・こども子育て支援計画について 

・児童手当制度の拡大について 

 

小野田教育長 それでは、委員さんの方で、説明がほしい資料はございますか。 

 

遠藤教育長職務代理

者 

 

「中学生学力アップ教室「加須まなびTime」の実施について」で、申込み人数

１３２名の初回参加率が記載してありますが、年間を通しての参加率は例年どの

くらいでしょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

 

令和５年度の参加率は４８．５％、令和４年度は５６．６％となっております。 

 

猪股委員 

 

「中学生学力アップ教室「加須まなびTime」の実施について」で、いずれの会

場も、申込人数に対し、初回参加者が少ないですが、その理由はどのようなもの

でしょうか。 

次に、申込者のバックグランド情報を教えて下さい。 

次に、生徒への周知・案内はどのようにしているのでしょうか。 

次に、平成２８年度から今年で９年目という事業ですが、具体的な成果はどの

ようになっているのでしょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

まず１点目、初回の実施日の欠席理由を分析すると、部活、家庭の都合、塾の模

擬テスト等が挙げられます。特に部活の割合が高いことが挙げられます。北川辺

および大利根は申し込み人数が少ないことも要因の一つと考えられます。また、

騎西会場は、実施日の５月２５日が騎西地区小学校５校中４校で運動会と重なっ

たことも要因と考えられます。 

２点目、申込者のバックグラウンドについてです。申込者の学年の内訳は、１

年生が３８名、２年生が５４名、３年生が４０名となっています。部活の所属の

有無や成績レベルについての資料はありませんが、今年度の部活動の加入状況調

査によれば、加須市全体で８５．４％の生徒が部活動に加入しています。 

次に、周知の方法についてです。令和６年４月当初に全中学校の保護者宛にリ

ーフレットを配布し、誰でも参加できるように案内を行っています。 

最後に、平成２８年度から今年で９年目となる事業の具体的な成果についてで

す。参加人数は、平成２８年度は８９名でしたが、令和６年度には１３２名に増

加しています。参加者のアンケートでは、成績が上がったと回答した保護者は 

１０％程度ですが、７０％程度の保護者が「加須まなびTime」を友達に勧めたい

と回答しており、高い満足度を得ています。 

また、教職員志望の大学生サポーターの進路を見ると、加須市内で初任者とし

て採用された者や、臨時的任用教員として加須市内で勤務している者もいます。

不登校生徒の学校復帰についての具体的な資料はありませんが、特別支援学級に

在籍する生徒の参加も見られます。今年度のサポーターの中には、教員になりた

いと希望している者が２名います。 

 

猪股委員 「加須市立教育センター４つの「ピア」について」では、参加者が少ないのが課
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 題であると思います。 

支援を要する子どもや保護者には、具体的にどのようなアプローチをしている

のでしょうか。 

次に、ステップ「ピア」の体験活動から、学びサポート「ピア」や学びリンク

「ピア」や登校への接続、円滑移行で課題になっていることは何でしょうか。 

次に、各校のスペシャル・サポート・ルーム運営とどのように連携しているの

でしょうか。 

次に、４つの「ピア」事業の参加者のうち、合理的配慮を要する児童生徒の割合

はどのようになっているのでしょうか。 

次に、ステップ「ピア」や「ハート♡ピア」の運営について、すくすく子育て相

談室との共同開催や埼玉県家庭教育（学習）アドバイザー等の市民リソースを活

用する方法もあると思いますが、今後、参加者を増やしていくうえでの運営体制

についてどのように考えているのでしょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

まず、１つ目の質問です。支援を要するこどもの保護者へのアプローチは、学

校を通じて該当の家庭に手紙やチラシを配布しています。また、「ハート♡ピア」

では保護者連絡アプリを活用し、チラシを全保護者に配布しました。 

次に、２つ目の質問です。ステップ「ピア」に参加した児童生徒には、その状況

に応じて学びサポート「ピア」や学びリンク「ピア」の案内をしています。しか

し、現状ではステップ「ピア」から学びサポート「ピア」や学びリンク「ピア」へ

の繋がりができた例はありません。ステップ「ピア」の活動が週 1 回で、継続的

に参加する児童生徒が少ないため、学習支援への移行が難しい状況です。今後は、

ステップ「ピア」の内容や回数についても検討していきたいと考えています。 

次に、各校のスペシャル・サポート・ルームの運営と連携の状況についてです

が、今年度新たに始まったスペシャル・サポート・ルームの運営状況や活用状況

を見極めながら、教育センターとしてどのような支援ができるかも含めて、今後

検討していきたいと思います。 

次に、合理的配慮を要する児童生徒の割合についてですが、現在、サポート「ピ

ア」に登録している生徒は１２名で、そのうち小学校が１名、中学校が１１名で

す。平均すると半分程度が定期的に来ています。特別支援学級に在籍している生

徒は２名おり、発達障害が疑われる生徒もいます。合理的な配慮が必要な児童生

徒がいますので、その児童生徒に合わせてピアの活動も行っています。 

 

辻本学校教育課主幹

兼指導主事 

「ハート♡ピア」で、市民リソースの活用には至っていませんが、すくすく子育

て相談室所属の家庭児童相談員に参加していただくなど、関係部署と連携して進

めています。今後は、不登校問題の専門家や不登校経験者、例えばピアの卒業生

などを講師として招くことも検討しています。 

ステップ「ピア」については、居場所の提供や参加者同士の交流を促進してい

ます。今後も、どこかに繋がることを目標に、一人一人に合った学習や支援を提

供できるように、関係機関と連携していきたいと考えています。 

 

松永委員 

 

不登校対策についてですが、以前は不登校にさせない方法や、不登校になった

場合にどう復帰させるかが中心でした。しかし、今ではこどもたちの実態を踏ま

えた多様なアプローチがなされています。学校側もスクール・サポート・ルーム

の設置など、様々な支援が行われています。 

ただ、重要なのは、学校が不登校傾向にあるこどもたちにどのようにアプロー



 5 

チし、不登校にならないようにするか、また、不登校のこどもたちをどう学校に

戻すかという点です。これが根本的な課題であり、解決しなければならない問題

だと思います。 

このようなことから、「学校への復帰を助けることを目標とする」という具体

的な目標を説明の中に含めていただけないでしょうか。 

辻本学校教育課主幹

兼指導主事 

この４つの「ピア」の最終的な目標は、やはり学校復帰であると考えておりま

す。また、児童生徒の社会的な自立を目指し、どこかと繋がるっていうことが大

切であると考えております。 

学校復帰を念頭に置きながら、児童生徒一人一人の様々な状況に対応するため、

今後も多様な学びの場や支援を提供できるように努めていきたいと考えておりま

す。 

 

遠藤教育長職務代理

者 

 

樋遣川小学校と大越小学校の連携で、いろいろな観点から見てもとても有意義

な連携だと思います。今後、他の小学校同士または中学校同士とかの、計画があ

るのか教えていただけますでしょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

樋遣川小学校と大越小学校につきましては、今年度、社会科見学、ボッチャ体

験等を行いまして連携を深めております。 

最初は児童もぎこちなく話がなかなかできなかったのですが、最後は打ち解け

て、楽しかったという声が多くありました。 

小学校ではプールを共同利用したり、中学校では合同の部活動等で交流をした

りしていますので、樋遣川小学校と大越小学校の例を参考に検証しながら、小・

小連携、小・中連携、中・中連携等を深めていければと考えております。 

 

猪股委員 

 

樋遣川小学校と大越小学校の連携で、小中接続の意味でも価値があります。こ

ういった交流事業を皮切りに、ＩＣＴの環境整備が整っているので、教科学習で

の連携を今後検討していただきたいと思います。 

 

小野田教育長 樋遣川小学校と大越小学校では、オンライン授業も計画してます。 

地元の人たちから、こどもたちが少なくなって、いろんなものが成り立たなく

なるっている、どのようにその教育活動を担保するのかという話がありました。

両校の校長に話したところ、学年ごとに打ち合わせして、できるものからやろう

ということで、その中の項目にオンライン授業による話し合い活動などが入って

います。 

 

猪股委員 

 

「令和６年度第１回不登校問題対策委員会について」で、この委員会は継続的

に開催されてきた委員会なのでしょうか。 

また、年に何回ぐらい開催されているのでしょうか。 

さらに、今後の不登校対策について何らかの提案や上申ができる組織体なので

しょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

不登校問題対策委員会につきましては、平成２３年から実施しております。 

また、毎年、２回から３回実施しており、今年度も３回の実施を予定しており

ます。 

不登校問題対策委員会の内容としましては、不登校問題に長けた講師をお招き

して講演会を実施したり、中学校区ごとに不登校児童生徒に関する情報共有をし
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たりしてきました。 

今年度は、第１回の対策委員会において、教育センター所長、スクールソーシ

ャルワーカーや子育て相談室長、家庭児童相談員など関係機関の代表者にも出席

を依頼し、学校だけで抱え込まず、関係機関と連携を密にすることの重要性を説

明させていただきました。 

また、各校がそれに主体的に不登校問題に取り組むように、学校ごとの不登校

防止についての資料も作成をしております。 

教育相談主任や生徒指導主任が学校の推進役となり、管理職のリーダーシップ

のもと確実な策が講じられるよう、適時見直しを行っていきます。 

また、今後も不登校問題対策委員会において講師を招いて、各校でより専門的

かつ実践的な対応を学ぶ機会を設ける予定でございます。 

 

猪股委員 

 

「卒業生の進路状況」の資料で、通信制や定時制に進学する制度が確実に増え

ています。これが一時的な現象なのかはわかりませんが、多様な進路の現況を確

認するためにも、具体的にどの学校に通っているのか教えていただけますか。 

また、中学校の教員による進路指導に関して、学校に行っていないお子さんの

進路指導について、教えていただければと思います。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

定時制や通信制の進学先ですが、定時制に進学した生徒は、羽生高等学校が 

１９名、久喜高等学校が１名です。 

通信制に進学した生徒は、県内では大宮中央高等学校が８名、松栄学園高等学

校が３名で、県外の高等学校が５７名です。県外は学校名を求めていませんが、

一般的な進学先は、鹿島学園高等学校、クラーク記念国際高等学校などがありま

す。 

通信制の学校は、新興の学校もたくさんあります。資料は、教育センターにも

ありますので、教育センターに相談いただければと思います。ただ、どこがいい

かは、各学校に特色があるため、その生徒に合う学校を保護者と生徒で探してい

ただくこととなります。 

 

猪股委員 

 

「令和５年度学校給食費未納状況について」で、加須南小学校、加須西中学校

の未納状況が目立ちますが、何らかの要因があるのでしょうか。また、福祉的な

介入は行われているのでしょうか。 

 

田中学校教育部参事

兼学校給食課長兼加

須学校給食センター

所長 

現状では、加須南小学校の未納はゼロになっております。 

「未納」という表現についてですが、現年度において、学校がまだ徴収してい

ないものを指します。１年を経過すると学校給食課と学校が一緒に対応すること

となりますが、それが滞納となります。未納額については、まだ学校に任せてい

る状況ですので、学校給食課ではその未納生徒の生活状況は把握していません。 

生活保護世帯であれば保護費から支払われるところですが、福祉課に確認した

ところ、親の同意がないと生活保護でも口座から引き落とせないとのことです。

これは児童手当と同様です。今後、福祉との連携を取りながら対応してまいりま

す。 

 

松永委員 

 

６月の加須市議会定例会で、「損害賠償の額を定めることについて」市議会で

説明したと思いますが、質問や意見などが出されているようでしたら、その内容

について教えてください。 
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高貫貢生涯学習部副

部長兼教育総務課長 

６月の市議会定例会では、山本議員と野中議員の２名から質問をいただきまし

た。 

山本議員の質問内容は、「公共施設の緊急安全点検の実施により、全ての危険

樹木の点検と安全の確保がされたと認識しておりますが、加須北中学校で発生し

た事案について見解をお伺いします。」というものでした。 

この質問に対し、「緊急点検を行った結果、伐採を１２月の補正予算で予定し

ていましたが、当日の強風で枝が落下しました。当該樹木の場所は通常、生徒が

立ち入らない場所ですが、当日は他校の職員も参加する研修会があり、臨時的に

駐車場として使用していたため、その場所に停めていた車が被害を受けました。」

と答弁いたしました。 

野中議員の質問内容は、「学校の植栽の管理はどのようにしていたのか。今回

の事故後の対応や、このことが今後どのように活かされるのか。」というもので

した。 

植栽の管理については、「高木の管理については教育総務課に相談いただき、

教育総務課の予算で対応します。低木の管理については学校の予算で対応しま

す。」と答弁いたしました。 

今後の対応については、「枝が落ちた後、緊急に学校に対して緊急点検や必要

に応じた立ち入り禁止などの安全対策を実施するよう通知しました。また、今後、

学校や教育委員会として安全対策を徹底し、再発防止に努めます。」と答弁いた

しました。 

 

遠藤教育長職務代理

者 

 

元和小学校の増築工事の件で、現在、公共事業が材料の高騰などを原因に工期

が延びていますが、元和小学校はさらに工期が延びることはあり得るのでしょう

か。 

 

高貫貢生涯学習部副

部長兼教育総務課長 

今回、工期が延びた主な理由として、地中から石やコンクリートが見つかり、

その撤去や確認に時間がかかったものです。これに伴い費用も増加していますが、

工事をお願いしている担当課からは、業者とも話し合い、余裕のある工期設定を

しているため、この期間で工事が完了する見込みであるとのことです。 

 

猪股委員 

 

夏休みが７月２０日から始まります。最近急激に暑くなってきたため、夏休み

期間中のこどもたちの部活動について、今年度の運営はどのように考えているの

でしょうか。 

また、夏休みに教員の研修が集中しますが、夏休み期間中の教員の働き方につ

いても教えていただければと思います。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

夏休み期間中の部活動と児童生徒の活動については、今年度から熱中症警戒ア

ラートと特別警戒アラートが運用されています。これを受けて、校長会などで協

議しながら活動内容を決定する予定です。 

また、働き方改革における夏休みの研修については、今年度も計画されていま

すが、体調に気をつけながら参加するよう周知していきます。昨年度から、お盆

を含む平日５日間の閉庁期間を設けています。これにより、前後の土日を合わせ

て９日間、原則部活動もなくなり、教員が休みやすくなりました。 

今年度は、県民の日である１１月１４日も閉庁日とします。暑さが最も厳しい

時期は部活動を原則中止し、夏休みの研修はできるだけ８月の第１週までに行う

よう計画しています。 
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さらに、校長会からの要望で、夏休みを８月３１日までに戻すことを検討中で

す。これは管理規則を改定する必要があり、教育委員会でも協議する予定です。 

 

片山委員 

 

教育現場での事件とか事故とかいろいろな問題が報道されています。こういっ

たことについて、加須市の教育委員会としてどのように対応しているのでしょう

か。再発防止や未然防止などの対策をされているのでしょうか。 

 

髙橋学校教育課長兼

指導主事 

事件や事故等があった場合、加須市教育委員会から各校へ文書や通知を発出し

ています。また、オープンチャット等を使い、随時、事故や事件など関係のあるも

のは、共有をしております。 

校長会のオープンチャットと教頭会のオープンチャットを活用し、例えばイノ

シシが逃げたとか、犬が逃げたとか、最近の例でいうと、理科の授業の実験中に

硫化水素が発生したとか、桶川市の部活動中のけがの対応など、随時、校長教頭

６０人全員に同じ情報を提供しています。 

 

遠藤教育長職務代理

者 

 

加須市のお知らせで、夏休みの学童保育の先生を１０人くらい募集していたと

思いますが、全員集まったのでしょうか。 

 

関口こども保育課長

兼学校教育部主席専

門員 

 

学童指導員の応募状況について、本日の主任会議で何人応募があったか発表し

ているところですが、現在、募集中です。 

 

小野田教育長 それでは、報告を終わります。 

 

小野田教育長 以上で、令和６年第６回定例会の議事日程は、終了といたします。 

次回、令和６年第７回定例会は、７月２２日（月）午後１時３０分に開会します

ので、よろしくお願いします。 

これをもちまして、令和６年第６回加須市教育委員会定例会を閉会といたしま

す。 

 

  

  

上記、会議の顛末を記載し相違ないことを証明するため、ここに署名する。 

 

令和６年７月２２日 
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